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＜連絡事項＞
・令和2年度　第10回院内研修を下記の日程で実施します。

　日　時：4月6日（火）・7日（水）17:15～18:15
　場　所：メンタル3階会議室
　テーマ：｢精神科における論理｣
　講　師：金井　優樹ＪＧＭ
　夜勤者以外は出席する様にして下さい。

※出席する際はマスクを着用し、なるべくソーシャルディスタンスを保つようお願い　
　します
＜患者様連絡事項＞
・松谷　さと子様～ヒアルロン酸Ｎａ点眼液0.1％「日新」５mL／本2本処方となっています。
・杉澤　恵子様～ピコスルファートＮａ内用液0.75％「ｲﾜｷ」10ｍｌ/本2本処方
となっています。
＜要注目患者様＞
・高橋　義明様～昨日の準夜帯から唸り声、独語が活発で22：30頃から部屋の電気点けている事が度々あり消すよう声かけに、威嚇したり、同室者かの苦情あるが同行為あり、頓服促すが拒否されて不眠で経過していた。今日の日中は、大声を出す事なく、独語や唸り声も聞かれず不機嫌さもなく、対応も穏やかです。
・井上　和美様～夜間トイレ覚醒あるが再入眠されている。日中も不調や不満などの訴えなく、余暇はホールで過ごしており、他者との交流みられています。
・坂本　福子様～昨日深夜帯2：00覚醒後、便秘を理由に他科受診の希望が聞かれていた。
　　　　　　　　執拗さないも以後、ホールと自室の往復頻回となり再入眠なく経過していた。日中は、便秘に関した訴えなく特定の女性患者様とのトラブルなく過ごせています。
・杉澤　恵子様～排便5日間ない事で継続指示グリセリン浣腸の指示があったが
　　　　　　　　14：00過ぎに入浴槽に浸かりながら腹部マッサージした後入浴後「出ました。いっぱい出ました。」と報告があり普通便多量に排泄を確認しています。
＜金Dr診察情報＞
・角　穂並様～本人より、「調子いいです。困っている事はありません」精神症状は安定しており、粗暴行為や病的体験に左右される言動はみられない事や現在母様も体調が良くなっている事もあり、今後自宅退院できないか家族に打診も含めて面談設定の依頼あり、母様の都合よい日を確認し進めるようにと指示受けています。主治医の良い日は、月～木の午後14：30頃なら良いとの事でした。
	

	


・小笠原　文人様～気分の高揚さはないが、口唇・口角が荒れている事で皮膚科診察希望ある為、Drより許可を頂いています。
・坂本　福子様～主治医より、西病棟にいる時から、患者様の距離感が取れない事を伝えるが弟様に関連して金銭面の事や、親しくなると、信頼してしまい近距離になる事を話されている。主治医からは、再度他者の距離感を上手く取れるように訓練するよう言われるが理解できていない様子。臨時薬同内容で7日分処方となる。便秘気味の為、毎日ピコスルファート15滴服薬するよう指示受けていています。
・井上　和美様～主治医より、4/3のパンが詰まりそうになった事を本人から伝えている。喉の硬くなった事はアリピラゾールが悪いと話すが、夜間遅く食べてパンが詰まった事と関係ない事を伝えると納得されている。また、パンの摂取はスタッフの前で食べるよう言われ承諾しています。内服薬同内容で臨時薬7日分処方となっています。
・十日市　利喜様～今日は作業で計算してきました。変わりありませんと話されています。便秘時ピコスルファートＮａ2本処方となっています
・角濱　義弘様～若干気持ちの方は良い感じです。身体の方がなかなかついていかな

　　　い明日より、セルドランＯＤ錠50ｍｇ2Ｔ就床前薬止めになり、ジアゼパム（5）1Ｔ1日1回昼食後が止めでアナフラニール（10）3Ｔ毎食後が追加処方となっています。
・沼山　真紀子様～本人よりグループホーム高清水八甲荘への入所を検討している相談員から空き部屋がないということで早期に入所を進められている家族と相談員間の話が病院側に伝わっておらず、実情が把握できない早急に相談員と病院間で連絡を取る必要がある体験外泊もおこなっていないことから、少なくとも行ってから決めるよう本人にも伝えています。また、小屋敷さんから明日、関野相談に連絡して頂き、今後の方向性について相談と確認するよう指示ありおこなう予定です。臨時薬同内容で7日分処方となっています。
＜深澤Dr診察情報＞
・奥　孝子様～不眠は改善したが、命令性の幻聴などの症状は持続しており、それらに影響を受けた不安感や緊張感、苛々感等は持続している。SSTは苦手であるが、その他の精神症状には大きな変化ない。さらに依然として表情はやや乏しい。その後は過度な緊張感や不安、パニック発作などの精神症状は認めない。明らかに思考障害や欠陥症状、認知機能障害などは顕著。SSTに関しては、個別指導を実施見て無理ではあれば無理じいさせない事を指示受けています。また、本人希望で朝食のみ、
パン食希望して明日の朝から菓子パン食を栄養士に連絡し実施予定です。臨時薬は同内容で6日分処方となっています。
・松谷　さと子様～糖尿病に関する妄想や金銭に関する被害妄想の訴えはなく、興奮や粗暴行為、衝動行為、拒絶などにも悪化なし。依然として了解力は不良であるが、睡眠や食思は良好です。
・五日市　規様～衝動行為や苛々感などの悪化なく、概ね穏やかに過ごしており、身体症状や精神症状には大きな変化はないが、一方で自閉的で他者との交流は殆どなく、一人でホールのテレビを見ていることが多い。幻聴や他の病的体験などの存在は否定しています。
　　　　　　　　　内服薬変更なし。
・中村　豊様～逸脱行為や落ち着かない言動、干渉行為、軽度の多幸感などを認めるが内省的な感情は認めない。気分の高揚や過活動などは認めないで診察終了しています。内服薬変更なし。
＜転入＞
R2.12退院。R3.2中旬より過度な要求や迷惑行為、各機関への連絡、拒食、介入の拒
否等の言動が認められ始め、施設での対応困難となり入院となっている。
沼山 真紀子 様（50  歳）女性
担当主治医　：　金　泰徳
主病名　　　：　統合失調症
身体合併症　：　便秘症、不眠症、アレルギー性鼻炎
精神症状　　　　情動の不安定さ
問題行動　　　　病識欠如
処遇制限　　　　なし
退院計画　　　　青山荘退所となっており、退院先は施設方向。4/6八甲荘見学実施
●食事　　　　　自立
●義歯　　　　　無
●排泄　　　　　自立。
●清潔　　　　　自立
●睡眠　　　　　良
自己管理　　　　小遣い金額　1万円/月（R2年6月～）
洗濯　　　　　　　　　　自己洗濯
間食制限　　　　　　　なし
頓服　　　　　　疼痛時　カロナール錠　(200) 2T

　　　　　　　　便秘時　アローゼン　(0.5) 1P

　　　　　　　　不眠時　トリアゾラム　(0.125) 1T

　　　　　　　　　不穏・不眠時　リスペリドンOD　(1) 1T
担当スタッフ：新山Ｎｓ・佐々木Ｎｓ
備考　　　　インフルエンザワクチン未接種→希望あれば可能。

物盗られ妄想あった事から貴重品は医事では受け取らないとの事で、金銭も自己管理となっていたが財布、携帯電話・タブレットスタッフ預かり、通帳も預かりとしている
キーパーソン：父様（難聴と認知機能の低下あり）
計画相談員：移山寮　関野様
